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        川でむすぶ 
【行事案内】 

〇平成 28 年度 総会の案内 

  〇平成 28 年度夏井川流域の会 総会について 

  〇流域一斉水質調査  

  〇福島県水環境活動団体交流会 

【事業報告】 

○夏井川流域の会主催「川ばた会議」 

○「夏井川をきれいにしてみま専科」主催のゴミ拾いに参加して 

○新川アリオス前の中島（ひょうたん島）の土砂撤去 

【寄稿文】 

〇夏井川水系？「三途の川」体験記 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

＜行事案内１＞ 

平成 28 年度総会を開催します 

～総会後、小川江筋沿い講話とウオーキング 

 

 平成 12 年 9 月に当会発足以来、17 年目を迎えることができました。日頃からの会員に皆さま

のご支援に改めて感謝申し上げます。すでに新年度に入っておりますが、平成 28 年度の総会を下

記のような日程で開催致します。ますます会の活動を活発化していきたいと思いますので、会員

の皆様の積極的なご参加をいただきますようお願い申し上げます。 

＜総会＞ 

 １．日時：平成 28年 5 月 8 日（日）10:00 ～ 

 ２．場所：小川公民館 

 ３．主な議題：①平成 27 年度事業報告、決算報告・監査報告、②平成 28 年度事業計画、予算

案、③役員改選、④その他 
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＜小川江筋沿い講話とウオーキング＞ 

 〇小川江筋に係る講話 

（11:00 ～約 30 分） 

     ↓ 

 〇小川江筋沿いウオーキング 

（11:30～15:00 頃）（途中、昼食） 

公民館 → 江筋取水口 → 長福寺 

→ 二俣神社 → 丸山樋門 → 利

安寺 → 安養寺 

 

 

 

＜行事案内２＞ 

    夏井川流域の会 総会開催のお知らせ 

 当会（夏井川流域住民による川づくり連絡会：略称 夏井川流域 NW）は、夏井川流域の下流部

に位置するいわき市民を主体に活動しています。皆さんご存知のように「夏井川流域の会」は、

上流・中流域を含む夏井川流域全体を視野に、連携した諸活動をしてきております（2007.9 発足）。 

昨年度から、下流域の当会が事務局を担っております。 

 今年度の総会を下記のように開催したいと思いますので、是非、ご参加下さい。 

＜総会＞ 

 〇日時：平成 28 年 5月 14 日（土） 14:00 ～ 

 〇場所：三和公民館 

 〇議題：①平成 27 年度事業報告、決算報告・ 

監査報告、②平成 28 年度事業計画、予算案、 

総会後、 

＜川遊び体験教室＞ 

 地区の方々にも呼びかけ、公民館裏の好間川 

にて水生生物を採取したり、魚取り等の体験活動 

を行う予定です。 

 

 



夏井川流域住民による川づくり連絡会 会報 第４１号             2016.4.20   

＜行事案内３＞ 夏井川流域一斉水質調査の開催 

今年で１０回目となる「夏井川流域一斉水質調査」を６月１２日（日）に開催します。 

ぜひご参加ください。 
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＜行事案内４＞ 福島県水環境活動団体交流会の開催 

 福島県水環境活動団体交流会が６月２５日～２６日に開催されます。 
 今年の開催会場はいわき市鮫川を拠点として行いますのでみなさんの参加をお待ちしています。 
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＜事業報告１＞ 

川ばた会議 

永井 精 

 私たちは、会の発足当初、夏井川下流域のいわき市内を行動範囲として活動を始めま

した。しかし、河川は源流域から河口まで、流域全体の自然環境・人間生活の全てを包

み込んで流れ下っています。そのことを考えると、各流域の諸事情を踏まえ、交流・協

力して河川環境の保全を目指したい、と常々考え話し合っていました。そんな折、福島

県から「水との共生プラン」なる施策が打ち出され、その支援の下に上流、中流、下流

の各活動団体が集結・協議して「夏井川流域の会」を平成１８年に発足させ現在に至っ

ています。その活動方針として流域全域にわたり １、水環境を守る ２、生態系を守

る ３、森と水を育む ４、里地里山を守る ５、くらしを守る ６、流域の魅力を発

信する ７、人を育てる の７本の目標を掲げ、「森・川・海の笑顔が見える流域を！」

を合言葉にして活動しています。この会では時に応じ、また最低でも年に１回は流域全

般の情報収集と親睦を目的にして「川ばた会議」を開催しています。 

今年度は平成 28 年 2 月 14 日にいわき市の文化センターで開催しました。 

◆今回は夏井川漁業協同組合の代表の方々にもご出席願い、河川漁業の現状や放流魚の

実態などについて話を伺い、子どもたちが懸念なく川釣りを楽しめるような環境づくり

に協力して頂けるようなお願い事を交えながら意見の交換を行いました。私たちはアユ

の放流くらいしか知りませんでしたが、その他にも鯉、ヤマメ、ウグイなども含め毎年

3.000.000 万円余の予算で放流していること、近年は川鵜の生息数が増えその被害が大き

いこと、夏井川渓谷の岩場を挟み上下流での放流実態を工夫しなければならないことな

ど、今後の活動の下地になるような多くの知見を得ることができました。 

◆また、いわき消防署の救急救命隊の責任者の方にも来ていただき、モデルの人形を使

いながら実際の救急救命法を具体的に教えていただきました。水質調査で流れの速い川

中にも入り、カヌーやボート遊び

など河川での催し事を主催する

私たちには必須の知識・学習であ

ることを再確認しながら教えて

いただきました。最後に当会の阿

部孝男氏が、使用済みの２リット

ルペットボトル２本を束ね、それ

に細目のロープをつけた手製の

救命ウキワを披露し、昨年１０月

に当会が主催した鎌田橋下での

川下り行事の折に参加した子ど

もたちに実地に使用してもらっ

た報告などをして閉会しました。     
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◆今後とも流域の多くの皆

さんや各種の活動団体から

多様で現実的な意見や提案

を出してもらい、それらを私

たちの活動に活かして内容

を充実させて行きたい、と考

えています。皆様！夏井川の

河川環境保全、他にかかわり、

お気付きの事柄やご意見な

どがございましたらどうぞ

私たちに教えてください、お

願いします！ 

 

 

 

＜事業報告２＞ 

  川前地区 夏井川水系の清掃活動に参加しました 

平成 28 年 3 月 21 日（月）、夏井川流域の会の団体会員で、夏井川中流域の川前地区の方々で

構成している「夏井川をきれいにしてみま専科」主催の「夏井川渓谷の清掃活動」に当会から３

名が参加しました。 この事業は、毎年３月末に実施されている恒例行事で、今年で１１回目に

なります。午前９時から２～３名で各地へ分散し、道路沿いを歩きながらゴミを拾います。弁当

ゴミ、ペットボトル、缶類、タバコが主で、特に人が集まる箇所、目につきにくい箇所がひどい

状況です。毎年多くのゴミを集めても一向に無くならないのには、とても残念です。どうしてゴ

ミを捨てていくのか・・・・。昼からの懇親会では、今年もご馳走をいただきました。 

 また来年です。 

      収集したゴミ 
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＜事業報告３＞ 

        新川ひょうたん島の清掃（土砂撤去等）  

              田中博文 

毎月第一土曜日に実施していた夏井川河口親水公園の草刈りは、冬季で草も少なくなったため、

１１月からいわき芸術文化交流館アリオス裏の新川河川敷内にあるひょうたん島の清掃（土砂撤

去・ゴミ拾い）を行っておりました。当初はひょうたん島がどこにあるかも判らない状態でした

が、１１／７・１２／５の活動で島の外郭と飛び石を出現させ、内側水路を復元しました。その

後１月・２月は活動休止していたのですが、島内部の土砂が徐々に少なくなっており、聞いたと

ころアリオス館長さんをはじめ職員の方々が昼休み等で土砂撤去していただいていたとの事でし

た。そのため、３月から活動を再開し、３／５・４／２でようやく全て島内の土砂を撤去しまし

た。全て人力による手作業は結構大変で、３０分もすると汗ばむほどでした。 

なお、島の上流低水敷には土砂が厚く堆積しているため、ひとたび大雨になれば島が埋没する

恐れがあり、さらには周囲の草が繁茂してくるので、様子を見ながら維持活動を続ける必要があ

ります。引き続き応援をお願いします。 

 秋にはサケの遡上が間近に観察できる数少ない親水空間ですので、当会で活用を考えて多くの

方々に利用していただきたいです。 

  

      施工前（11／7）             作業中（12／5） 

   

      土砂撤去完了（3／5）           作業中（4／2） 
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【寄稿文】  夏井川水系？「三途川」を見た男の体験記 

        三途川ってあるのかな？ 

阿部武市 

 綺麗な川、その向こうには「美しい花園」、「楽しい音楽」といった極楽のような所があります。

その川には美しい娘船頭の小船かが迎えに来ている。私は、喜んでその小船に乗り込もうとした

時、川の向こうから私の姉（三年前に死亡）が大声で、“お前、その小船に乗ってはダメ・・・”。 

 その声で我に返った途端、労災病院のベットの上で看護士に囲まれていた、、、。“何でこんな所

にいるの？”と聞くと、看護士は笑いながら、“貴方は、３日前に救急車で運ばれて、ここに入院

したんですよ”。 → あの世に行かなくて済んだのは、死んだ姉に救われたんだな・・・・。 

 今でも死んだ姉に感謝しています。 

 

 

【世話人会から】 

 毎月、原則、第一火曜日の午後 6 時 30 分から定例の世話人会を開催しております。毎回、世話

人 10 名前後出席、またオブザーバーとしていわき建設事務所の河川砂防課の職員の方々も参加し

ていただき、毎月の活動内容のまとめと予定事業の具体化について協議しながら会の運営に当た

っています。 

◆今回の会報記事の他、当会が関わった主な事業については、当会のホームページにも掲載され

ておりますので、ご存知の方も多いと思いますが、改めて、列記しておきます。 

 〇平成 28 年 3 月 5 日（土）、広野町の南端を流れる浅見川河口左岸の防潮堤で「ひろの防災緑

地植樹祭」があり、当会から４名参加しました。 

〇3 月 30 日（水）、好間地区まちづくり講演会で、当会世話人の阿部孝男さんが「好間川とま

ちづくりの関わり」と題して講師を務めました。 

  

 ～～～ 会員の皆様からの御寄稿をお待ちしております。～～～ 
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